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一
般
会
計

5
億
5299
万
円
を
補
正

Q

一般会計
総 額 で159億9193万円に

繰繰
越越
金金
をを
基基
金金
にに
積積
立立

観
光
交
流
の
活
性
化
や

結
婚
支
援
事
業
な
ど
に

平
成
２５
年
第
４
回
嬉
野
市

議
会
定
例
会
は
、
１２
月
２
日

か
ら
１２
月
１３
日
ま
で
の
１２
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、

９
件
は
消
費
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、

併
せ
て
、
み
ゆ
き
球
技
場
の

施
設
改
修
に
伴
う
使
用
料
の

改
定
を
行
う
た
め
に
一
部
改

正
を
行
う
も
の
。
建
設
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結
１
件

は
、
塩
田
中
学
校
建
築
主
体

工
事
設
計
の
一
部
変
更
に
よ

り
契
約
変
更
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
は
、
歳
入
歳
出
総
額

に
５
億
５
２
９
９
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
１
５
９
億
９
１
１
９
万
円

と
す
る
も
の
で
、
当
初
予
算

比
５
・
５
％
増
、
前
年
同
期

比
９
・
８
％
増
と
な
る
。
基

金
積
立
金
と
し
て
、
前
年
度

決
算
剰
余
金
の
２
分
の
１
相

当
額
の
２
億
７
千
万
円
を
財

政
調
整
基
金
へ
、
市
債
償
還

の
財
源
と
し
て
１
億
円
を
減

債
基
金
と
し
て
積
立
て
る
な

ど
の
提
案
が
あ
り
、
特
別
会

計
補
正
予
算
６
件
と
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
１
件
の
合

計
１８
件
の
全
て
を
可
決
し
、

１２
月
１３
日
閉
会
し
た
。（
賛

否
表
は
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

今
議
会
で
は
１１
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
、
執
行

部
に
対
し
鋭
い
質
問
や
将
来

を
見
据
え
た
政
策
提
案
が
活

発
に
展
開
さ
れ
た
。（
一
般

質
問
通
告
書
を
６
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

基
金
っ
て

何
だ

基
金
と
は
、
地
方
公
共
団

体
が
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
特
定
の
目
的
の
た

め
に
、
財
産
を
維
持
し
資
金

を
積
み
立
て
、
ま
た
は
定
額

の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
に

設
け
る
財
産
で
あ
る
。

基
金
の
種
類

年
度
間
の
財
源
調
整
の
た

め
余
裕
財
源
が
生
じ
た
時
、

翌
年
度
以
降
に
お
け
る
財
政

状
況
を
考
慮
し
て
積
み
立
て

る
財
政
調
整
基
金
や
市
債
な

ど
借
金
の
返
済
の
た
め
に
積

み
立
て
る
減
債
基
金
な
ど
が

あ
る
。

こ
の
他
に
特
定
の
目
的
の

た
め
に
財
産
を
維
持
し
積
み

立
て
る
学
校
建
設
基
金
や
公

共
施
設
建
設
基
金
が
あ
る
。

ま
た
、
一
定
額
の
財
産
を

運
用
す
る
土
地
開
発
基
金
な

ど
も
あ
る
。

補正後の総額

159億9119万円

45億15万円

3億2894万円

3億1561万円

3億4639万円

6億300万円

6億4581万円

補 正 額

5億5299万円

5675万円

605万円

123万円

46万円

0

246万円

会 計 名

一 般 会 計

国民健康保険

後期高齢者医療

農業集落排水

公共下水道事業

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

特

別

会

計

水

道

補

正

予

算

2



観
光
施
設
整
備

事
業
で5

7
2
万
円

大
野
原
小
・
中
学
校

空
調
整
備
に

1
3
0
0
万
円

自
治
公
民
館
の
洋
式

ト
イ
レ
設
置
事
業
で

8
0
万
円

結
婚
支
援
事
業
に

2
9
万
円

問

な
ぜ
、
百
年
桜
周
辺
遊

歩
道
整
備
を
行
う
の
か
。

答

桜
の
写
真
を
と
る
た
め

に
民
地
の
茶
畑
に
許
可
な
く

入
っ
た
り
、
桜
の
枝
が
折
ら

れ
る
等
の
被
害
が
出
て
い
る

の
で
、
桜
の
木
の
周
り
に
遊

歩
道
を
設
置
す
る
も
の
だ
。

問

用
地
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

用
地
は
地
元
地
区
が
借

り
受
け
て
、
市
が
遊
歩
道
と

し
て
整
備
す
る
。

問

簡
易
足
湯
購
入
後
の
活

用
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
の
オ
ー
プ
ン
戦
や
サ
ガ
ン

鳥
栖
で
の
嬉
野
デ
ー
、
桜
マ

ラ
ソ
ン
開
催
時
等
、
市
外
で

の
イ
ベ
ン
ト
で
嬉
野
温
泉
を

観
光
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
２

台
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

ど
の
よ
う
な
機
能
な
の

か
。

答

２
〜
４
人
掛
け
で
ろ

過
・
減
菌
装
置
が
あ
り
、

ヒ
ー
タ
ー
と
ジ
ェ
ッ
ト
ノ
ズ

ル
が
付
い
て
い
る
。

問

持
ち
運
び
に
苦
労
す
る

の
で
は
な
い
か
。

答

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
、

お
湯
は
ポ
リ
タ
ン
ク
７
〜
８

本
で
済
む
。

問

九
州
オ
ル
レ
嬉
野
コ
ー

ス
整
備
事
業
の
内
容
は
。

答

現
在
、
九
州
に
８
カ
所

あ
り
、
今
回
、
嬉
野
を
含
め

４
カ
所
が
新
た
に
認
定
さ
れ

た
の
で
コ
ー
ス
整
備
を
行
う
。

問

ど
れ
位
の
誘
客
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

答

武
雄
市
の
実
績
で
は
、

韓
国
人
２
８
０
０
人
で
、
そ

れ
に
加
え
て
日
本
人
も
２
５

０
０
人
が
訪
れ
て
い
る
。
宿

泊
を
含
め
、
同
じ
位
を
見
込

ん
で
い
る
。

問

市
内
の
小
中
学
校
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
た
時
、
大

野
原
小
・
中
に
整
備
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

答

大
野
原
小
・
中
は
高
地

に
あ
り
、
平
地
よ
り
２
〜
３

度
平
均
気
温
が
低
い
た
め
様

子
を
み
て
い
た
。

問

ど
う
し
て
今
回
整
備
す

る
の
か
。

答

今
年
の
夏
は
我
慢
で
き

な
い
程
の
暑
さ
で
、
地
元
か

ら
の
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

問

事
業
の
内
容
は
ど
う
か
。

答

２７
年
度
ま
で
の
県
の
補

助
事
業
で
、
洋
式
ト
イ
レ
化

の
工
事
に
一
定
額
の
助
成
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

問

こ
の
事
業
の
目
的
は
。

答

多
く
の
人
が
よ
く
利
用

す
る
市
の
施
設
や
自
治
公
民

館
に
洋
式
ト
イ
レ
を
増
や
し

て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推

進
を
図
る
も
の
だ
。

問

民
間
施
設
の
適
用
は
。

答

条
件
は
あ
る
が
、
県
か

ら
の
直
接
補
助
と
な
る
。

問

ど
の
よ
う
な
企
画
か
。

答

未
婚
の
男
女
に
出
会
い

の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
当

市
は
「
恋
人
の
聖
地
巡
り
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
、
県

の
補
助
事
業
に
採
択
さ
れ
た
。

問

実
施
予
定
と
内
容
は
。

答

２
月
１６
日
を
予
定
し
て

い
る
。
男
女
各
１６
人
で
北
部

九
州
に
あ
る
恋
人
の
聖
地
２

カ
所
を
バ
ス
で
巡
り
、
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
出
会
い
や
交
流
を
創

出
す
る
。

その他の主な補正予算
金額

4859万円

1048万円

900万円

288万円

36万円

880万円

7260万円

149万円

2151万円

900万円

項 目

障がい者自立支援給付金

厚生医療給付金

重度心身障害者医療費等助成事業

子ども・子育て支援制度電算化事業

放課後児童健全育成事業

子ども及び小中学生の医療費助成

生活保護・医療費扶助

各種がん検診

さがの強い園芸農業確立対策事業

総合運動公園（球技場フェンス・芝管理機）

▲整備される百年桜周辺

補

正

予

算
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み
ゆ
き
球
技
場
の
使
用
料
を
改
定

今
議
会
に
、
消
費
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
９
件
の
条

例
改
正
と
併
せ
て
、
み
ゆ
き
球
技
場
の
施
設
改
修
に
伴
う
使

用
料
改
正
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
を
可
決

し
た
。

●
嬉
野
市
行
政
財
産
使
用
料

条
例
の
一
部
改
正

●
嬉
野
市
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
並
び
に
浄
化
槽
に

関
す
る
条
令
の
一
部
改
正

●
嬉
野
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
改
正

●
嬉
野
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正

●
嬉
野
市
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

●
嬉
野
市
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
条
例
の
一
部
改
正

●
嬉
野
市
道
路
専
用
料
条
例

の
一
部
改
正

●
嬉
野
市
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
改
正

●
嬉
野
市
飲
料
水
供
給
施
設

給
水
条
例
の
一
部
改
正

み
ゆ
き
球
技
場

改
定
の
質
疑

問

み
ゆ
き
球
技
場
の
整
備

状
況
は
。

答

全
面
人
工
芝
に
張
り
替

え
た
。

問

使
用
料
金
設
定
の
基
準

は
何
か
。

答

消
費
税
率
の
改
定
と
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
を
考
慮

し
て
決
定
し
た
。

問

周
辺
市
町
と
比
較
し
て

低
く
な
い
か
。

答

周
辺
市
町
の
料
金
も
参

考
に
し
、
今
後
の
運
営
面
も

考
慮
し
決
定
し
た
。

請
願

嬉
野
市
議
会
議
員
の
定
数
削

減
に
つ
い
て

請
願
者

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
嬉
野

代
表

山
田
伊
佐
男

紹
介
議
員

平
野
昭
義

審
査
結
果

継
続
審
査

広
く
市
民
か
ら
の
意
見
を

聞
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
早

急
に
回
答
を
出
す
の
は
、
時

期
的
に
か
な
り
難
し
い
。

今
後
の
課
題
と
し
て
継
続

審
査
が
妥
当
で
あ
る
。

みゆき球技場の使用料改定（１時間当たり）

使用料（改定前）

改定後

500円

1,000円

改定前

300円

600円

区 分

高 校 生 以 下

一般・大学生他

陳 情

陳 情 書

岐阜県関市 西村 麗子

嬉野市商工会 会長 小原 健史

オンブズマン嬉野 代表 山田伊佐男

嬉野市シルバー人材センター
理事長 毛利 宏之

横浜市 荒木 實

東京都 川井 満

鹿島藤津地区医師会立看護高等専修学校
校長 太田 春彦

谷所大区長・谷所振興会
会長 福市喜久春

他９名
鹿島嬉野森林組合 組合長 宮崎 繁則

嬉野市茶業青年会 会長 永尾 裕也

陳情の要旨

母〔朱春菊〕が中国で不法に逮捕さ
れている件に関する要望

補助金増額陳情書

嬉野市議会議員の定数削減について

補助金増額に関する要望書

地球社会建設決議に関する陳情書

玄海原子力発電所稼動反対要望書
郷土を守るために

市町補助金に関する要望書

谷所地区・吉田地区間の連絡道路改
良に関する陳情

全国茶生産青年の集い、九州茶業青
年大会参加に対する支援について

条

例

改

正

陳

情

▲補助金の増額の要望がでた商工会事務所

▲人工芝に整備された みゆき球技場
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嬉野市議会はこれまで積極的に議会改
革に取り組んできた。
そのような中、昨年度から各常任委員

会（総務企画・文教厚生・産業建設）で
決算時の課題点を出し合い、さらには実
態調査や勉強会を重ねて議論を交わし、
議会としてそれぞれの案件を政策提言と
して取りまとめ執行部に申し入れている。
これからの議会は執行部堤案に対し審

議・採決するだけでなく、議会自らも積
極的に提案していくことが求められてい
る中で今後とも政策討論会の充実を図っ
ていきたい。
～ペットボトル事業は廃止を～

事業については PR効果に対し疑問を
呈するものであり採算性についても大き
な不安が残る。水道事業が企業会計とし
て独立している中、赤字分が水道料金に
転嫁される事態は避けなければならない。
よって、事業の廃止を提言する。
～嬉野市指定管理者選定委員会への提言～
付属機関としての機能については、適

正な例規の制定・改廃、現行諸規定の整
備を行いチェック体制の充実を図ること。
嬉野例規集の諸規定が適正な規定がな

されているか、見直し、洗い出しを行う
体制を整えること。

平成２４年第３回嬉野市議会臨時会におい
て議決を経た平成２４年度嬉野市立塩田中学
校建築主体工事請負契約の一部を変更する
ための議案

当初請負金額（税込）
１３億１６８万円
今回変更請負額（税込）
１億８４８９万円
変更後請負金額（税込）
１４億８６５８万円

変更理由
� 造作家具等の追加
下駄箱、ロッカー、整理棚、実験台、本棚等

� 体育器具・舞台機構 設備等の追加
� 外部メンテナンス通路手すり・連絡通
路建具等の追加
� 外部諸室
体育館外部階段下グラウンド側の外部便所
� 撤去工事等の追加
旧グラウンド

議案の賛否 どう判断
１７
山
口

要

○

○

○

○

○

○

○

○

１６
平
野

昭
義

○

○

○

○

○

○

○

○

１５
西
村

信
夫

○

○

○

○

○

○

○

○

１４
田
口

好
秋

○

○

○

○

○

○

○

○

１３
神
近

勝
彦

○

○

○

○

○

○

○

○

１２
織
田

菊
男

○

○

○

○

○

○

○

○

１１
田
中

政
司

○

●

○

○

○

○

●

○

１０
副
島

孝
裕

○

○

○

○

○

○

●

○

９
園
田

浩
之

○

○

○

○

○

○

○

○

８
梶
原

睦
也

○

○

○

○

○

○

○

○

７
大
島

恒
典

○

○

○

○

○

○

○

○

６
小
田

寛
之

○

○

○

○

○

○

○

○

５
山
口

政
人

○

○

○

○

○

○

○

○

４
山
下

芳
郎

○

○

○

○

○

○

○

○

３
田
中
平
一
郎

○

○

○

○

○

○

○

○

２
山
口

忠
孝

○

○

○

○

○

○

○

○

１
辻

浩
一

○

○

○

○

○

○

○

○

番号

表
決
数

１７：０

１６：１

１７：０

１７：０

１７：０

１７：０

１５：２

１７：０

結
果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

議 案 名

行政財産使用料条例の一部を改正
する条例について

嬉野市都市公園条例の一部を改正
する条例について

嬉野市公園条例の一部を改正する
条例について

下水道条例の一部を改正する条例
について

農業集落排水処理施設条例の一部
を改正する条例について

水道事業給水条例に一部を改正す
る条例について

建設工事請負変更再契約の締結に
ついて

平成２５年度嬉野市一般会計補正予
算（第６号）

議 案 番 号

議案第１０１号

議案第１０３号

議案第１０４号

議案第１０５号

議案第１０６号

議案第１０８号

議案第１１０号

議案第１１１号

○は賛成 ●は反対賛 否 表

建設工事請負変更契約
の締結について

執
行
部
に
政
策
提
言

議
会
改
革
の
積
極
的
な
取
り
組
み
で

政

策

提

言

請
負
契
約
変
更

議

案

賛

否

5



一 般 質 問
※今回は最後の議会なので質問通告の
み掲載します

平
野
昭
義
議
員

�
合
併
か
ら
満
８
年
！
庁
舎

内
外
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
に
つ
い
て

�
地
域
づ
く
り
・
結
婚
支
援

課
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

�
社
会
文
化
会
館
と
伝
建
地

区
等
と
の
連
携
に
つ
い
て

未
解
決
問
題
の
進
捗
状
況
と

課
題
に
つ
い
て

山
下
芳
郎
議
員

�
市
政
の
成
果
に
つ
い
て

西
村
信
夫
議
員

�
２５
年
産
水
稲
ト
ビ
イ
ロ
ウ

ン
カ
被
害
に
つ
い
て

�
「
消
費
税
８
％
」
市
政
へ

の
影
響
に
つ
い
て

�
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査

に
つ
い
て

副
島
孝
裕
議
員

�
企
業
誘
致
に
つ
い
て

�
嬉
野
温
泉
源
泉
集
中
管
理

整
備
事
業
に
つ
い
て

�
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

策
定
業
務
に
つ
い
て

辻

浩
一
議
員

�
今
後
の
産
業
振
興
に
つ
い

て�
防
災
対
策
に
つ
い
て

�
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い

て

山
口
忠
孝
議
員

�
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

�
嬉
野
イ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

に
つ
い
て

�
最
近
の
教
育
問
題
や
、
教

育
や
学
校
の
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て梶

原
睦
也
議
員

�
街
づ
く
り
に
つ
い
て

�
医
療
・
介
護
に
つ
い
て

�
学
校
教
育
に
つ
い
て

神
近
勝
彦
議
員

�
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て

�
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト

に
つ
い
て

�
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て�
轟
球
場
に
つ
い
て

田
中
平
一
郎
議
員

�
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ

い
て

�
道
路
整
備
に
つ
い
て

小
田
寛
之
議
員

�
企
業
に
対
し
て
の
支
援
に

つ
い
て

�
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

山
口

要
議
員

�
総
務
・
企
画
問
題
に
つ
い

て�
福
祉
・
保
険
問
題
に
つ
い

て�
教
育
問
題
に
つ
い
て

い
っ
ぱ
ん
質
問
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現
在
嬉
野
市
に
お
い
て
は
、

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
事
業
に
よ
る
集
合
処
理
と

個
別
合
併
浄
化
槽
に
よ
る
汚

水
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

双
方
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
検
証
す
る
た
め
、

先
進
地
の
唐
津
市
を
視
察
し

た
。唐

津
市
で
は
、
事
業
開
始

か
ら
平
成
２０
年
度
ま
で
は
、

市
で
浄
化
槽
工
事
の
設
計
・

工
事
発
注
・
検
査
を
行
い
、

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
委
託

し
て
い
た
。
し
か
し
、
市
町

村
設
置
型
に
移
行
す
れ
ば
、

個
人
負
担
が
少
な
く
な
る
と

い
う
理
由
か
ら
、
申
し
込
み

量
が
増
え
事
務
量
が
増
大
し

た
。
設
置
希
望
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
、
設
置
個

数
は
４
千
戸
と
な
り
、

早
期
水
洗
化
の
た
め

平
成
２１
年
度
か
ら
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
を

開
始
し
た
。

委
員
会
の
意
見

個
人
設
置
の
浄
化
槽
に
お

い
て
は
、
適
正
な
維
持
管
理

が
で
き
な
い
家
庭
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
集
合
処
理
の
維
持
管

理
は
市
が
実
施
し
て
い
る
の

に
対
し
、
浄
化
槽
は
個
人
で

の
維
持
管
理
で
あ
り
、
地
区

に
よ
っ
て
は
不
公
平
が
生
じ
、

そ
れ
を
是
正
す
る
と
い
う
の

が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
導
入
の
主
な

要
因
で
あ
る
。

今
後
、
下
水
道
審
議
会
の

答
申
を
踏
ま
え
集
合
処
理
区

域
と
個
別
の
浄
化
槽
に
よ
る

処
理
区
域
を
は
っ
き
り
定
め
、

市
民
に
不
公
平
感
が
で
な
い

よ
う
、
個
別
処
理
区
域
に
つ

い
て
は
市
町
村
設
置
型
の
導

入
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

市
町
村
設
置
型
を
導
入
し

た
場
合
、
設
置
基
数
の
増
加

が
想
定
さ
れ
、
個
別
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
、
民

間
活
力
に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

で
の
実
施
も
十
分
研
究
・
検

討
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
老

後
の
生
き
方
が
問
わ
れ
る
時

代
に
な
っ
て
き
た
。
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
推
進
し
て
い

る
倉
敷
市
の
「
介
護
支
援
い

き
い
き
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
に

つ
い
て
視
察
研
修
し
た
。

次
に
「
障
が
い
者
千
人
雇

用
推
進
条
例
」
を
定
め
障
が

い
者
雇
用
を
積
極
的
に
推
し

進
め
て
い
る
総
社
市
の
取
り

組
み
を
学
ん
だ
。

委
員
会
の
意
見

高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に

医
療
や
介
護
も
含
め
多
く
の

課
題
が
あ
る
。

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
は
２
０
０
７
年
に

厚
生
労
働
省
が
介
護
保
険
制

度
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
全
国

の
自
治
体
に
導
入
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

に
つ
い
て
の
先
進
地
で
あ
る

倉
敷
市
の
取
り
組
み
は
、
高

齢
者
自
身
が
社
会
貢
献
す
る

こ
と
に
よ
り
生
き
が
い
を
感

じ
、
ま
た
体
を
動
か
す
こ
と

で
よ
り
健
康
を
維
持
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
は
医
療
介

護
・
認
知
症
の
予
防
に
も
効

果
的
で
あ
る
。
今
後
の
高
齢

化
対
策
の
一
つ
と
し
て
積
極

的
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

次
に
、
障
が
い
者
の
雇
用

に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、「
総
社
市
障

が
い
者
千
人
雇
用
推
進
条

例
」
を
制
定
し
て
か
ら
障
が

い
者
雇
用
が
比
較
的
に
伸
び

た
こ
と
は
市
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結

果
で
あ
り
、
数
値
目
標
を
掲

げ
て
推
進
す
る
こ
と
が
い
か

に
効
果
的
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
再
認
識
し
た
。

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

介護ボランティア
制度及び障がい者
雇用について

市
町
村
型
合
併

浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て
産 業 建 設
常任委員会

▲介護ボランティアの説明を受ける文教厚生委員（倉敷市）

▲汚水処理の研修をする産業建設委員（唐津市）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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嬉
野
市
議
会
は
、
全
国
の

市
町
村
議
会
か
ら
視
察
を
受

け
て
い
ま
す
。
遠
い
所
で
は

北
海
道
の
滝
川
市
議
会
の
議

員
の
方
々
が
嬉
野
ま
で
足
を

運
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

視
察
の
目
的
は
、
議
会
改

革
と
議
会
運
営
、
広
報
（
議

会
だ
よ
り
発
行
）
に
つ
い
て

で
す
。
嬉
野
市
議
会
は
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ

し
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
議
員

と
語
ろ
う
会
の
開
催
や
議
会

の
ネ
ッ
ト
配
信
中
継
な
ど

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
良
い
意
味
で

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
議
会

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

議会広報編集特別委員会

委
員
長

小
田
寛
之

副
委
員
長

山
下
芳
郎

委

員

山
口

要

〃

平
野
昭
義

〃

織
田
菊
男

〃

副
島
孝
裕

〃

梶
原
睦
也

〃

山
口
忠
孝

コ

ラ

ム

今
日
、
少
子
高
齢
化
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
人

口
に
対
し
６５
歳
以
上
の
方
が

７
％
を
超
え
る
と
高
齢
化
社

会
、
１４
％
を
超
え
る
と
高
齢

社
会
と
言
わ
れ
る
▼
日
本
で

は
２
０
０
５
年
に
２０
％
を
超

え
、
い
わ
ゆ
る
超
高
齢
社
会

と
な
っ
た
が
、
嬉
野
市
の
場

合
は
す
で
に
２８
％
を
超
え
て

い
る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り

年
金
・
介
護
・
医
療
は
も
ち

ろ
ん
経
済
活
動
に
も
影
響
が

出
て
き
た
▼
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ

の
課
題
に
対
し
、
今
後
は
個

人
レ
ベ
ル
で
対
応
し
て
い
く

自
助
、
地
域
な
ど
で
支
え
合

う
共
助
が
大
事
に
な
っ
て
く

る
で
あ
ろ
う
▼
今
こ
そ
一
人

ひ
と
り
の
絆
を
深
め
地
域
全

体
で
支
え
あ
う
こ
と
が
必
要

だ
▼
今
後
の
嬉
野
市
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
は
注
目

し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
睦
也
）

こ
れ
か
ら
の

嬉
野
の
楽
し
み

福岡生まれの私が、嬉野出身の主人の両親
と同居をするようになってちょうど１０年です。
嬉野に来て驚いたことは、地域の老若男女が、
学校行事や地元行事に熱心であることです。
電車等がない分、学校に家族が送迎する姿も
初めは「甘やかしでは？」と感じていました
が、その送迎こそが家族のコミュニケーショ
ンの時間であることを知り、まさに「目から
鱗」でした。しかしながら、子供たちが都会
に出るとき、親としては子供たちの夢を応援
したい反面、ご先祖様など守ってゆくべきも
のがあると複雑な心境であることも否めない
ところです。
縁あって、中国の易経を学んでいますが、

私たち夫婦は易経でいうと「沢山咸」の主人
と「火山旅」の私。お互いに「山」という文
字が付きます。これは、例え故郷を離れてい
ても、必ず戻ってきて親の面倒を見るという
使命を持って生まれてきたことを意味します。
一度は故郷を離れた主人に「そろそろ親に恩
返しばする時の来たとじゃなか？」と言われ
て素直にそう思いました。嬉野という街の魅
力は外に出てこそ気づくのかもしれません。
今、お茶、お店、旅館などと若い世代が活気
づいています。そんなパパやママの後ろ姿を
見て育つ子供たち。これからの嬉野がとても
楽しみです。

井
手
川
内

富
永

絹
恵

市議会に視察殺到
２９市町２３３人が来訪２２９９市市町町２２３３３３人人がが来来訪訪

平成２５年
嬉野市議会視察来庁（議会分）

人数
３
１０
３
１０

２３

８
５
６
６
６
８
４
１５
６
２
１４
１３
２０
３
４
８
３
７
１６
１０
６
６
２
６
２３３

議会名
三好市
綾部市
米子市
笠岡市

河北市議会議長会

基山町
真岡市
白岡市
合志市
日向市
光 市
呉 市
みやき町
南アルプス市
豊前市
大泉町
古賀市
葛城市
日田市
豊後高田市
ひたちなか市
久留米市
志免市
所沢市
鯖江市
滝川市
筑西市
坂戸市
君津市

合 計

県名
徳島県
京都府
鳥取県
岡山県

大阪府

佐賀県
栃木県
埼玉県
熊本県
宮崎県
山口県
広島県
佐賀県
山梨県
福岡県
群馬県
福岡県
奈良県
大分県
大分県
茨城県
福岡県
福岡県
埼玉県
福井県
北海道
茨城県
埼玉県
千葉県

日
１０
１７
２１
２３
２９
～
３０

７
８
１３
１９
２８
２９
２９
１３
１４
１６
２
３
３１
５
８
１１
１７
２３
３０
６
７
１２
１４
１９

月
１
１
１
１

１

２
２
２
２
３
３
３
５
５
５
７
７
７
８
１０
１０
１０
１０
１０
１１
１１
１１
１１
１２

▲視察対応をする議会活性化特別委員会

★この印刷物は、１部あたり１５円でできています。
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